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財団法人 岐阜県産業経済振興センター 

「カイゼン推進研修会」開催のお知らせ 
 

研修会初日の取材のお願い 
 
 県内製造業者を取り巻く環境は厳しく、製品価格に転嫁できない状況にあり、これまで以上に生産

工程の改善による競争力強化が求められています。 
一方、改善活動を進めようと考える企業は、本格的な活動を推進する前に、どのような準備（心構

えや社内体制）が必要なのかを理解しないと、外部のコンサルタントを活用するとしても、自社に定

着した活動（全社的活動）に繋がりにくいと言われています。 
そこで、当センターでは「改善を実施したいが、取組方法がわからない」という企業等を対象に、

改善についての基礎的知識及び導入方法に関する研修会を下記のとおり実施します。 
研修会初日は、１０分程度の開講式を予定しておりますので、受講する企業の熱心な取組みを取材

いただきますようお願いします。 
 

■ 事業の内容等 

【事業名】カイゼン推進研修会 

【日程等】平成２１年２月１６日（月）～３月５日（木）の６日間 

      １３：３０～１６：３０（最終日は１５：００終了予定） 

【概要】  改善についての基礎的知識及び導入方法に関する研修会 

 【開催場所】岐阜県金属工業団地協同組合 ３階 研修室（各務原市金属団地１７３番地） 
 【受講者】 改善活動に関心のある県内中小企業者など ４４名（２６社） 

       （経営者・工場長など、生産部門で全社活動の推進指導をされる方） 

 【受講料】 １１，０００円／１人当たり 
【カリキュラム】 

開催日 テ ー マ ・ 内 容 講  師 

２／１６（月） ２割売上減に対する利益確保方策 
「ムダの発見・排除によるヒト、モノ、カネの有効活用」 

水野 芳昭 氏 

２／１９（木） モノづくり現場におけるムダ作業分析と改善 高橋 永祐 氏 

２／２４（火） １ヶ流し工程改善と標準作業の設定による生産性向上 牧田 弘二 氏 

２／２６（木） ５Ｓ全員参加改善活動 高橋 央修 氏 

３／ ３（火） 品質管理「品質不良ゼロ活動」 菅野 賢治 氏 

３／ ５（木） 改善事例研修 
 事例発表企業：㈱亀山鉄工所 

㈱亀山鉄工所 
 高井 史樹 氏 
研修ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 
 三浦 英夫 氏 



＜参考＞「カイゼン」に関する当センターの取組み 

 
 当センターでは、平成２０年度より「『ムダ取り』推進事業費助成金」を創設し、県内中小企業の

現場の生産性向上や改善により、各企業の収益力を高めるための活動をモデル的に支援しています。 
 
■ 助成金概要 
 県内モノづくり企業の「見える化」を促進し、生産効率向上や改善を行う活動に対して助成するも

のです。 
【事業内容】 県内中小企業が生産工程の効率向上や改善のために要する経費の

一部を助成 

【助成対象事業者】 日本標準産業分類の製造業に属する県内中小企業者 

【助成期間】 交付決定の日（６月２３日）から平成２１年３月３１日まで 

【助成率】 助成対象経費の１/２で、助成限度額以内 

【助成限度額】 ５００万円を限度 

 
■ 助成件数及び助成額 
 (1) 助成件数      ９件 

(2) 助成額 ２４，８５４千円 
 
■ 助成事業者及び活動テーマ 
 
川嶋工業㈱（関市） 家庭用調理用品の生産におけるムダの発見と改善 
㈱加藤製作所（中津川市） 生産改革推進事業 
㈱亀山鉄工所（各務原市） 工場内物流改革・工程改善事業 
三島精器㈱（各務原市） 三島精器㈱の改革 他社に誇れる「ものづくり」の構築 
東海重工㈱（各務原市） 生産のしくみを見直し、付加価値労働生産性を前年比５０％アップする 
DAISEN㈱（中津川市） 成形向上における５Ｓに基づく業務管理と、改善による生産の効率化 
浪速製菓㈱（本巣市） ムダ取りによる経営革新事業 
㈱田中金属製作所（山県市） ムダ取り実践改善による生産効率のアップと人材育成推進事業 
モリシン工業㈱（下呂市） アルミハニカムパネル製造「ムダ取り」プロジェクト 

 
■助成金交付企業間での取組み 
 平成２０年１１月２７日（木）には、各務原市産業文化センターにて、上記９社及びこれら企業を

指導しているコンサルタントなど５０名程が参集し、活動発表会を開催しました。この発表会を通じ

て、各社が今後の活動の参考とするほか、企業間の連携促進を図りました。 
 

 


